
平野　日本の医療界は今、多くの課題に直面してい
ます。新聞やニュースなどでクローズアップされている
のは医療財政の問題ですが、医学部の現場では
2023年問題のクリアが課題となっており、各大学が
対応に追われているようです。この2023年問題とい
うのは、あまり聞き慣れませんが、どのような問題なの
でしょうか。
坂本　はい、簡単にお話しますと、今までは日本の医

者からが本格的にその対象となります。
平野　それが問題になるということは、日本の現行の
医学部カリキュラムではWFMEから国際認証を受け
ることができないということなのですね。
坂本　そうですね。今は医療もグローバルな時代で
すので、日本だけではなく世界を視野に入れるとなる
と、国際認証は必須となります。そのため、日本の全
ての大学が国際認証を受けるためのカリキュラムに
今、変わってきています。
平野　アメリカやカナダなどには、多くの日本人医師
が留学していますが、これらの国で医療行為をするこ
とが出来ないということになれば大問題です。
　日本の大学が行わなければいけないカリキュラムの
改革は、どの様なものなのでしょうか。
坂本　はい、まず大きく変わるのが臨床実習の時間
が今の約1年間から約2年間になり、参加型の実習

学部を卒業すれば、自動的にアメリカの医師国家試
験が受験でき、アメリカでの医師免許を取得すること
ができたのですが、2023年度以降についてはWFME
（世界医学教育連盟）による国際認証を受けた大学
を卒業しなければ、アメリカで医師として活躍すること
ができなくなるというのが2023年問題です。医学部
のカリキュラムが6年間なので、既に実施している大
学もありますが、逆算すると来年度の2017年度入学

が大幅に増えます。国際基準でいうと、医師国家試
験に合格し、医師免許を取得した時点で、ある程度
の臨床ができるというのが基本なんです。日本の場
合にも2005年から参加型実習が導入されましたが
実習期間が今まで約1年間しかなかったため、どうし
ても見学が中心の実習となり、ほとんどの医師が医師
免許を取得した時点では実践的な臨床を行うことが
あまりできなかったんですね。そのため、今回の新カリ
キュラムでは臨床実習の時間を長く取ったカリキュラ
ムに変わってきています。
平野　医学部は一般学部に比べて留年率が高い傾
向にありますが、このカリキュラム変更によって、より
留年者が増える方向に進むのではないかと予想され
ます。
坂本　いや、まさしくその通りで、臨床実習の時間が
増えるということは、その分、基礎医学や臨床医学な
どの座学の時間が減ることになります。医師になるた
めの必要な学習の量や質はこれまでと変わらない中、
授業時間が大幅に削られる新カリキュラムは、今まで
のカリキュラムでも単位が取れずに留年する医学部生
が多くいたことを考えると、当然、今まで以上に留年者
が増えることが予想されます。
平野　今の学習内容でも留年者が多数出ているほ
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2023年問題による、医学部教育カリキュラムの変更を受けて
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